
■第 3回会議の意見への対応状況等について 

意見の概要 対応状況等 

●【跡地利用構想検討に係る目標年次の考え方につい

て】 

 

・ 私たちの世代から次の世代へのメッセージと考え

てはどうか。 

・ 跡地利用の検討が移転・返還の促進に資すると考

えてはどうか。 

・ 一定将来を見据えて今後の方向性を示すことは良

いことと思われる。 

・ 今後の社会情勢を踏まえて跡地利用の検討を進め

ることは重要。 

〇 報告書案について、その構成の中で

前文を考えておりますので、今後、ご

議論いただく際、一定整理をしていき

たいと考えております。 

〇 また、市としての構想策定後、社会

情勢の変化は想定されることから、状

況に応じて、その見直しを図る必要性

はあるものと考えております。 

●【跡地が担うべき役割について】  

昨今の防災・減災の観点から防災機能を追加して検

討してほしい。 

〇 後ほど説明予定の完成形のイメー

ジの中で、「担うべき役割」の項目に

追記しました。なお、追記にあたり、

本市まちづくりの現状ということで、

総合計画に掲げるまちづくりの基本

目標「安全な生活を守るまち」の「災

害につよいまちづくり」ほか関連政策

の状況について記載しております。 

●【今後の検討の視点について】  

《事業主体について》 

・ 運営主体の考え方について一定整理することが

必要。 

【事務局からの提案】 

〇 次ページの「会議での成果につい

て」のご意見のところで触れますが、

今後、より議論を深めていただくため

に、運営主体の考え方のご意見も含め

て、市内部で一旦検討（考察）をし、

改めて、お示しご意見等を伺いたいと

考えております。 

《財源の考え方について》 

・ 実現性の観点(運営主体と関連)で一定整理する

ことが必要。 

【再掲(前回回答済み)】 

〇 今回、市としての構想を策定すると

いうレベルであり、事業費を含めて具

体の事業展開については、現時点、想

定しておりません。 

なお、今回、市内部で検討するにあ

たり、景観上の考え方、都市整備、港

湾に関する法令等と整合を図り、実現

可能性の観点で整理していきたいと
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考えております。 

《国の施策等について》 

・ 実効性を考慮し、国の施策・動きも参考にした

検討も望まれる 

〇 今回、参考資料として追加しまし

た。 

 ⅰ)地方創生について 

 ⅱ)明日の日本を支える観光ビジョン 

 ⅲ)国土のグランドデザイン 2050 

《周辺との連携について》 

・ 周辺地域の用途地域を考慮して跡地利用の検討

を行うことが重要。 

・ 近隣の準工業地区との関係も考慮して検討する

ことが必要 

〇 下記「会議の成果について」のご意

見のところで触れますが、今後、より

議論を深めていただくために、この視

点（ご意見）も含めて、市内部で一旦

検討（考察）をし、改めて、お示しご

意見等を伺いたいと考えております。 《動線（アクセス）について》 

・ どこに道路を通せば土地が有効に利用できるの

かの検討が望まれる 

《弾薬庫の持つ特性を活かしたまちづくりの検討に

ついて》 

・ 非代替性(佐世保港に面した貴重なエリア、希少

価値の建物等)、立地条件といった点を踏まえ跡

地利用の検討をすすめていくことが重要 

【事務局からの提案】 

〇 港から見る弾薬庫について、他の都

市では見られない独自の景観を持っ

ていることから、その立地等、特性を

よりイメージしていただくため、海上

から弾薬庫を見る港内視察、対岸（赤

崎付近）からみる現地視察を実施した

いと考えております。 

《弾薬庫の維持管理費（費用含む）に係る資料請求に

ついて》 

 

〇 米軍から「警備上の関係でお尋ねの

内容に回答できません。」とのことで

した。 

《会議での成果について》 

どのような報告となるのか、イメージがつかない。 

 

 

〇 これまでのご議論を踏まえ、あくま

でイメージですが、会議としての成果

「完成形のイメージ」について作成し

ました。 

  なお、今後、より議論を深めていた

だくために、一旦、市内部での検討（考

察）し、改めて、お示してご意見等を

伺い、意見集約を図って参りたいと考

えております。 

 


